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佐藤都副知事らを迎えて記念式典・レセプションを開く
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　の取り組み事例集」を作成　希望者へ頒布
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●多摩・島しょ地域のイベント大特集 Part43

商工会は

▲前列左が甚野征雄副会長、中央が村田幸三会長、右が大河内一紀副会長　後列は職員の
　皆さん

行きます 聞きます 提案します

「被災地支援は長期的視野で」「被災地支援は長期的視野で」
西東京商工会

▲「復興支援通販カタログ」▲昨年の西東京市民まつりでの「東日本大震災復興支援物産店」▲市内の商店会のイベントでの「東日本大震災復興支援物産店」

当連合会が　　　　　　　を迎えました当連合会が　　　　　　　を迎えました

福生市、東久留米市、東村山市、狛江市各商工会が
設立50周年、瑞穂町は４０周年、それぞれが式典、
祝賀会を開催

福生市、東久留米市、東村山市、狛江市各商工会が
設立50周年、瑞穂町は４０周年、それぞれが式典、
祝賀会を開催

設立５０周年設立５０周年

　西東京商工会では東日本大震災が発生した昨年、「震災復興支援事業」を企画・実施
いたしました。
　本事業は特産品販売カタログ「冬の贈り物」の作成配布（西東京市内の約 94,000戸）
と市内の商店会（街）のイベントや西東京市民まつりの会場に、宮城・岩手県から被災者
の方等をお招きして特産品等の販売をしてもらう、東日本大震災復興支援物産店の２つ
の取り組みからなっております。
　被災地の出店者の方々からは「何も手につかず途方に暮れていたが、声を
かけてもらい励みになりました」「元気と勇気をもらいました」「今年植えつ
けたわかめを収穫して、来年も来ます！」等々の喜びと感謝の声が聞かれた
一方で、東北の特産品を取り扱いたいという市内の商業者も現れるなどの相
乗効果も見られました。
　来年度以降も、「今、私たちにできることは何か」を真剣に考え、長期的
に取り組んでいきたいと考えております。
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る
声
で
歌
唱
を
、
ま
た
、
ピ
ア
ノ
奏
者
が

ピ
ア
ノ
演
奏
を
し
ま
し
た
。

　
二
部
の
式
典
で
は
村
越
政
雄
副
会
長
が

開
式
の
辞
を
述
べ
、
続
い
て
全
員
が
国
旗

に
向
か
っ
て
起
立
を
し
、
国
歌
を
斉
唱
。

こ
の
国
歌
斉
唱
の
後
、
桂
会
長
が
式
辞
を

述
べ
ま
し
た
。
式
典
で
は
こ
の
後
、
連
合

会
並
び
に
商
工
会
の
発
展
に
尽
力
を
い
た

だ
い
た
人
へ
の
表
彰
を
行
い
、
歴
代
会
長
、

副
会
長
、
役
員
功
労
者
、
並
び
に
事
業
推

進
に
寄
与
し
た
団
体
を
表
彰（
別
掲
参
照
）

し
ま
し
た
。
役
員
功
労
に
つ
い
て
は
並
河

敏
小
平
商
工
会
監
事
ら
五
十
四
名
の
方
を
、

ま
た
、
事

業
推
進
で

は
西
武
信

用
金
庫
な

ど
十
一
団

体
を
表
彰

し
ま
し
た
。

　
表
彰
後
、

佐
藤
都
副

知
事
ら
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た
各
界
の
代

表
七
人
か
ら
次
々
と
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
佐
藤
副
知
事
は
「
中
小
企
業
の
健

全
な
発
展
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
大
き

く
貢
献
」
と
当
連
合
会
の
事
業
活
動
を
評

価
、
そ
の
上
で
「
東
京
が
元
気
に
な
る
、

そ
し
て
日
本
を
元
気
に
す
る
と
い
う
強
い

決
意
の
も
と
東
京
都
も
全
庁
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
覚
悟
。
皆
さ
ん
方
の

御
尽
力
、
東
京
都
の
施
策
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
閉
式
の
辞
は
加
藤
政
治
副
会
長

が
述
べ
、
式
典
を
終
え
ま
し
た
。

　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
井
上
敏
夫
副
会
長
の

開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
前
田
信
弘
東
京
都

産
業
労
働
局
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
取
り
、

懇
談
の
輪
を
広
げ
ま
し
た
。
前
田
局
長
は

乾
杯
に
先
立
ち
挨
拶
を
し
、
二
０
二
０
年

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
都
市
へ
の
立
候
補

を
取
り
上
げ
「
何
か
東
京
が
、
多
摩
が
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
盛
り
上
が
れ
ば
…
」
と

誘
致
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
中
小
企
業
四
団
体

の
石
井
卓

爾
東
京
商

工
会
議
所

副
会
頭
、

東
京
都
商

店
街
連
合

会
の
桑
島

俊
彦
会
長
、

東
京
都
中

　
五
十
周
年
は
第
一
部
記
念
演
奏
会
、
第

二
部
記
念
式
典
、
第
三
部
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

と
い
う
構
成
で
行
い
ま
し
た
。
演
奏
会
で

は
二
人
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
が
透
明
感
の
あ
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 佐藤都副知事らを迎えて
 記念式典・レセプションを開く 

設立50周年
商工会は皆さまの身近におります

当連合会が 設立50周年
これからも事業の応援と活き活き地域づくりに全力を注ぎます

　
当
連
合
会
は
二
月
九
日
、
設
立
五
十
周
年
を
迎
え
、
立
川
市
内
の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
立
川
で
佐

藤
広
東
京
都
副
知
事
、
国
会
議
員
、
都
議
会
議
員
、
石
澤
義
文
全
国
商
工
会
連
合
会
長
、
多
摩

地
域
市
町
村
長
、
同
商
工
会
議
所
会
頭
、
関
係
団
体
ト
ッ
プ
ら
官
界
、
政
界
、
経
済
界
の
有
力

者
ら
二
百
二
十
名
か
ら
の
出
席
を
得
て
記
念
式
典
を
開
き
、
半
世
紀
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
た
こ
と
に
感
謝
を
示
す
と
と
も
に
節
目
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
に
佐
藤
広
東
京

都
副
知
事
、
石
澤
義
文
全
国
商
工
会
連
合
会
長
ら
各
界
の
代
表
七
人
が
並
ぶ
中
、
挨
拶
を
し
た

桂
敎
夫
会
長
は
「
唯
一
の
地
域
経
済
団
体
と
し
て
、商
工
会
へ
の
期
待
が
益
々
、高
ま
っ
て
お
り
、

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
社
会
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
、
さ
ら
に
、「
明

る
い
将
来
に
向
け
て
多
く
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
」
と
多
摩
地
域
へ
の
期
待
を
語
り
ま
し
た
。

「
明
る
い
将
来
に
向
け
て

  

多
く
の
可
能
性
」
桂
敎
夫
会
長

式辞を述べる桂敎夫会長

祝辞を述べる佐藤広東京都副知事

を迎えました

多数の各界有力者が出席した設立50周年の式典（演台に立つのは桂敎夫会長）



小
企
業
団
体
中
央
会
の
大
村
功
作
会
長
ら

も
顔
を
揃
え
、
互
い
に
桂
会
長
と
エ
ー
ル

を
送
り
、
山
内
隆
夫
東
京
都
中
小
企
業
振

興
公
社
理
事
長
、
古
川
勇
二
首
都
圏
産
業

活
性
化
協
会
会
長
ら
も
交
え
て
歓
談
し
ま

し
た
。

　
笑
顔
と
明
る
い
語
ら
い
が
広
が
る
中
、

最
後
に
鶴
田
和
男
副
会
長
が
閉
会
の
辞
を

述
べ
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
閉
じ
、
五
十
周

年
の
式
を
終
え
ま
し
た
。

【
歴
代
会
長
・
歴
代
副
会
長
表
彰
】

《
歴
代
会
長
》
山
下
光
一
（
福
生
市
）

《
歴
代
副
会
長
》
島
野
清
（
三
鷹
）、
嶋
田
為

司（
清
瀬
）、神
石
實（
小
平
）、荻
本
貞
臣（
調

布
市
）、
田
村
市
郎
（
福
生
市
）、
石
川
昌
宏

（
あ
き
る
野
）、
栗
原
昭
一
（
瑞
穂
町
）

【
事
業
推
進
に
寄
与
し
た
団
体
】

　
西
武
信
用
金
庫
、
多
摩
信
用
金
庫
、
青
梅

信
用
金
庫
、
昭
和
信
用
金
庫
、
七
島
信
用
組

合
、
中
小
企
業
診
断
協
会
東
京
支
部
三
多
摩

支
会
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
保
険
、
日
野
市
商

工
会
、
東
村
山
市
商
工
会
、
三
宅
村
商
工
会
、

新
島
村
商
工
会　

な
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
式
典
に
は
桂
敎

夫
当
連
合
会
会
長
、
国
会
議
員
（
代
理
）、

都
議
会
議
員
、
馬
場
一
彦
市
長
、
関
係
機

関
の
代
表
ら
来
賓
、
役
員
百
二
十
名
が
出

席
、
五
十
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。　

　
挨
拶
を
行
っ
た
才
神
芳
美
会
長
は
五
十

年
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
そ
の
上
で
「
地

域
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
会
員
、
事
業

者
の
た
め
に
し
っ
か
り
応
援
し
な
が
ら
や

る
の
が
商
工
会
」
と
今
後
に
向
け
て
の
決

意
を
語
り
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
役
員
功
労
者
・
女
性
部
功
労

者
、
特
別
功
労
者
、
功
労
者
ら
へ
の
表
彰

の
後
、
桂
当
連
合
会
会
長
、
馬
場
市
長
ら

七
名
の
主
賓
が
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
式
典

終
了
後
に
行
っ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
東
久
留
米
市
、
西
東
京
、
清

瀬
、
東
村
山
市
、
小
平
の
五
商
工
会
の
会

長
・
副
会
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
な
っ
て
地

域
活
性
化
、
商
工
会
事
業
の
取
り
組
み
を

そ
れ
ぞ
れ
が
紹
介
、
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　
東
村
山
市
商
工
会
は
設
立
五
十
周
年
を

迎
え
一
月
二
十
四
日
、
市
内
の
東
京
み
ら

い
農
業
協
同
組
合
東
村
山
支
店
で
「
設
立

五
十
周
年
新
年
賀
詞
交
歓
会
」
を
開
き
ま

　
福
生
市
商
工
会
は
創
立
五
十
周
年
を
迎

え
一
月
十
七
日
、
市
内
の
料
亭 

幸
楽
園

で
記
念
祝
賀
会
を
開
き
ま
し
た
。
祝
賀
会

に
は
加
藤
育
男
市
長
、
地
元
選
出
の
国
会

議
員
、都
議
会
議
員
ら
市
、

関
係
官
庁
、
関
係
団
体
か

　
東
久
留
米
市
商
工
会
は
設
立
五
十
周
年

を
迎
え
、
一
月
二
十
日
、
市
内
の
成
美
教

育
文
化
会
館
で
記
念
落
語
会
、
記
念
式
典
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
記
念
祝
賀
会
と
多
彩

ら
お
よ
そ
百
二
十
名
が
出
席
、
華
や
い
だ

雰
囲
気
の
中
、五
十
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
山
下
真
一
会
長
は
「
会

員
の
皆
様
か
ら
信
頼
を
い
た
だ
き
、
頼
り

に
な
る
商
工
会
と
し
て
、
ま
た
会
員
の
皆

様
と
と
も
に
常
に
お
客
様
目
線
に
立
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け
、
一
層
の
努
力
を
し

て
参
り
ま
す
」
と
節
目
へ
の
誓
い
を
述
べ

ま
し
た
。

　
感
謝
状
授
与
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て

挨
拶
を
し
た
加
藤
市
長
は
「
今
後
も
商
工

会
と
の
連
携
を
よ
り
一
層
密
に
し
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
努
め
て
参
り
た
い
」
と

述
べ
、
商
工
会
と
の
更
な
る
連
携
強
化
を

行
う
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　

鏡
開
き
に
移
り
、
ヨ
イ
シ
ョ
、
ヨ
イ

シ
ョ
、ヨ
イ
シ
ョ
の
掛
け
声
で
鏡
を
開
き
、

田
村
昌
巳
市
議
会
議
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

祝
賀
会
は
歓
談
に
移
り
、
和
や
か
に
懇
談

し
ま
し
た
。　
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40

50

　
　   

、　
　
　
　
　
、　
　
　
　
、　
　
　  

各
商
工
会
が
設
立
　  

周
年

　
　
　
は
　  
周
年式典で挨拶をする

山下真一会長

式典で挨拶を話す
才神芳美会長

「
お
客
様
目
線
に
立
っ
た
サ
ー

ビ
ス
を
心
掛
け
、一
層
の
努
力
」

「
歴
史
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
て
商
工
会
の
今
後
を
見

据
え
て
い
き
た
い
」

「
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
商
工
会
の

会
員
、事
業
者
の
た
め
に
し
っ
か
り
応
援
し

な
が
ら
や
る
の
が
商
工
会
」

ヨ
イ
シ
ョ
、ヨ
イ
シ
ョ
、

ヨ
イ
シ
ョ
の
掛
け
声
で

鏡
開
き 

● 

福
生
市
商
工
会

歴
代
会
長
、副
会
長
７
名

に
感
謝
状 

● 

東
村
山
市
商
工
会

記
念
落
語
会
、記
念
式
典
、パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、記
念
祝
賀
会
と

多
彩
な
事
業 

● 

東
久
留
米
市
商
工
会

山
下
真
一
会
長

山
下
三
郎
会
長

才
神
芳
美
会
長

福
生
市

瑞
穂
町

東
久
留
米
市

そ
れ
ぞ
れ
が
式
典
、祝
賀
会

東
村
山
市

狛
江
市



は「
四
十
周
年
を
契
機
と
し
て
設
立
の
原

点
に
立
ち
返
り
、
瑞
穂
町
商
工
業
の
発
展

と
瑞
穂
町
の
活
性
化
に
全
力
で
取
り
組
む

と
と
も
に
、
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
を
目
指

し
て
尚
一
層
の
努
力
を
す
る
」
と
周
年
を

迎
え
た
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
挨
拶
の
後
、

前
会
長
、
元
副
会
長
・
監
事
、
団
体
五
名

を
商
工
会
の
発
展
に
特
に
貢
献
し
た
と
し

て
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
感
謝
状
贈
呈
の
後
、
石
塚
町

長
、
青
山
晋
町
議
会
議
長
、
桂
当
連
合
会

会
長
ら
主
賓
七
名
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
へ
移
り
、

栗
原
昭
一
前
会
長

が
乾
杯
の
音
頭
を

取
り
、
懇
談
の
輪

を
広
げ
ま
し
た
。

合
会
会
長
ら
の
主
賓
三
名
が
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。式
典
で
は
最
後
に
記
念
演
奏
が
あ

り
、津
軽
三
味
線
に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
音
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

式
典
後
、
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
市
長
、

都
議
会
議
員
、
桂
当
連
合
会
会
長
ら
八
名

が
小
槌
を
振
り
上
げ
鏡
を
開
き
、
懇
談
。

互
い
に
絆
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
瑞
穂
町
商
工
会
は
一
月
二
十
日
、町
内
の

瑞
穂
町
民
会
館
ホ
ー
ル
で
設
立
四
十
周
年

記
念
式
典
並
び
に
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開

き
ま
し
た
。式
典
に
は
石
塚
幸
右
衛
門
町
長
、

桂
敎
夫
当
連
合
会
会
長
、地
元
選
出
の
衆
議

院
議
員
、都
議
会
議
員
、町
議
会
議
員
、関
係

機
関
代
表
ら
来
賓
、役
員
百
三
十
名
が
出
席
、

四
十
周
年
、新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
挨
拶
に
立
っ
た
近
藤
正
夫
会
長

　
狛
江
市
商
工
会
は
一
月
二
十
七
日
、
創

立
五
十
周
年
を
迎
え
、
市
内
の
狛
江
エ
コ

ル
マ
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
・
祝
賀
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
式
典
・
祝
賀
会
に
は
矢
野

裕
市
長
、
国
会
議
員（
代
理
）、
都
議
会

議
員
、
桂
敎
夫
当
連
合
会
会
長
ら
市
、
関

係
機
関
、
関
係
団
体
か
ら
百
五
十
名
が
出

席
、
五
十
周
年
の
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
挨
拶
に
立
っ
た
栗
山
昇
会
長
は

「
厳
し
い
経
済
環
境
の
も
と
商
工
会
の
求
め

ら
れ
る
役
割
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
」と

指
摘
、
そ
の
上
で「
商
工
業
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
組
織
と
し
て
一
層
の
努
力
を
し

て
い
く
」と
新
た
な
決
意
を
披
露
。
続
い
て

特
別
功
労
者
、
役
員
功
労
者
に
感
謝
状
を

贈
呈
、
ま
た
、
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
表

彰
も
実
施
、
さ
ら
に
、
全
国
連
会
長
表
彰
、

全
女
連
会
長
表
彰
の
伝
達
も
行
い
ま
し
た
。

　
表
彰
の
後
、来
賓
祝
辞
が

あ
り
、矢
野
市
長
、桂
当
連

し
た
。
交
歓
会
に
は
渡
部
尚
市
長
、
桂
敎

夫
当
連
合
会
会
長
、
国
会
議
員
（
代
理
）、

都
議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
ら
の
来
賓
、

役
員
ら
百
十
名
が
出
席
、
五
十
年
の
節
目

と
新
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
山
下
三
郎
会
長
は
「
今

を
築
い
て
き
た
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
が
無
け

れ
ば
今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
」
と
五
十
年
を
振
り
返
る
一
方
、「
こ

の
歴
史
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
商
工

会
の
今
後
を
見
据
え
て
い
き
た
い
」
と
新

た
な
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
歴
代

会
長
、
副
会
長
七
名
に
商
工
会
並
び
に
地

域
商
工
業
の
発
展
に
寄
与
し
た
と
し
て
感

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
感
謝
状
の
贈
呈
後
、
細
渕
一
男
元
会
長

が
歴
代
役
員
を
代
表
し
て
挨
拶
。
さ
ら
に
、

渡
部
市
長
、
桂
当
連
合
会
会
長
、
谷
村

孝
彦
東
京
都
議
会
議
員
ら
七
名
の
来
賓
が

次
々
と
演
壇
に
立
ち
、
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
交
歓
会
は
そ
の
後
、
乾
杯
を
し
、
懇

談
へ
と
移
り
、
互
い
に
挨
拶
を
交
わ
し
、

懇
親
を
深
め
ま
し
た
。
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式典で挨拶に立った
山下三郎会長

式典で挨拶をする
栗山昇会長

「
商
工
会
の
求
め
ら
れ
る
役

割
も
大
き
く
変
化
」

津
軽
三
味
線
に
よ
る

記
念
演
奏
を
披
露 

● 

狛
江
市
商
工
会

栗
山
昇
会
長

「
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
を
目
指

し
て
尚
一
層
の
努
力
」

栗
原
前
会
長
が

乾
杯
の
音
頭 

● 

瑞
穂
町
商
工
会

近
藤
正
夫
会
長

式典で挨拶を話す
近藤正夫会長

　高齢者の孤独感や不安感に付け込
んで契約を結ばせる悪質商法が横行し
ています。
　平成 22 年度都内の消費生活セン
ターに寄せられた高齢者の相談は過去
最多の約 3 万 5 千件となりました。
　高齢者の消費者被害を防止するため
には、ご家族など周りの方々が日頃か
ら高齢者の様子を気にかけて見守るこ
とが重要です。ご高齢の両親がいらっ
しゃる方は、ご両親が悪質商法による
被害にあっていないか、注意を払ってい
ただきますようお願いします。
　「おかしいな？ 」「困ったな。」という
時は、早めに東京都消費生活総合セン
ターにご相談ください。

【電話相談】
●�高齢者ご本人からは
　「高齢者被害110番」03-3235-3366
　�（平日・土曜　9時～16時）
●ご家族、ホームヘルパー等の方からは
　「高齢消費者見守りホットライン」
　03-3235-1334（平日・土曜　9時～17時）

【来所相談】
新宿区神楽河岸1-1セントラルプラザ16階
JR・地下鉄「飯田橋駅」下車すぐ
（平日・土曜　9時～16時）

高齢者を悪質商法から
守るのは周りの目です！
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　債権の回収・金銭貸借・契約関係・
労使関係・クレーム・法律問題等。事
業経営においては予測できないさま
ざまなトラブルが潜んでいます。運
悪くトラブル等に巻き込まれた時は
早めの対応をお勧めします。
　これらの問題を解決するために、弁護
士による無料相談を実施しています。
ご相談はお近くの商工会にお申込み
下さい。

問い合
わせ先

東京都総務局人権部被害者支援連携担当
TEL.03-5388-2589

　
　昨年の本誌９月号で、犯罪被害者への支援につい
てご紹介しましたが、被害者の生活を支える上で、職
場での適切な配慮は欠かせません。
　被害者は、通院や裁判等刑事手続きのため休暇の
必要が生じたり、精神的影響から仕事の能率が低下
してしまうことがあります。こうしたときに、事業主
や上司・同僚の理解が得られないと、仕事を辞めざる
を得なくなり、経済的な困難に陥ります。
　職場で必要なことの一つは、休暇取得への理解で
す。「しばらく休むことが許可され、復帰も段階的に
できるよう勤務時間の調整をしてくれた」、「カウン
セリングを受けるための有給休暇を認めてくれた」
ことで、被害者が安心して休むことができた事例が
あります。もう一つは、一時的な事務分担や配置の変
更です。「窓口業務から後方事務に替えてくれた」、
「帰宅途中での被害であったため、通勤ルートの違う
店舗へ配置変更してくれた」という配慮が、被害者へ
の大きな助けになっています。
　一時的に被害前のような働き方ができなくなって
も、回復後には従前と同様に職場に貢献したいと思う
被害者が、仕事を続けられる環境づくりが重要です。被
害者の心情や状況を理解した対応をお願いします。

職場における犯罪被害者への配慮

弁護士に相談してみませんか

希望者へ頒布

　
震
災
に
小
売
、
サ
ー
ビ
ス
、
飲

食
業
の
小
規
模
、
中
小
企
業
、
そ

し
て
商
店
会
等
は
事
業
継
続
に
向

け
て
常
日
頃
か
ら
ど
の
よ
う
な
点

に
注
意
し
、
対
策
を
立
て
て
お
け

ば
良
い
の
か
。
ま
た
、
震
災
の
発

生
後
は
ど
の
よ
う
に
事
業
継
続
を

図
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
‐
。

　

頭
を
巡
ら
せ
て
い
る
小
規
模
、

中
小
企
業
、
商
店
会
の
皆
様
は

き
っ
と
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
う
し
た
方
達
の
参
考
に

し
て
い
た
だ
こ
う
、
と
当
連
合
会

は「
東
日
本
大
震
災　
商
人
の
絆

～
事
業
者
た
ち
は
震
災
を
ど
う
乗

り
越
え
た
か
‐
多
摩
地
域
・
首
都

圏　
商
業
者
の
取
り
組
み
事
例
集

‐
」
を
作
成
、
三
月
下
旬
よ
り
希

望
者
へ
の
頒
布
を
始
め
ま
す
。
こ

れ
は「
東
日
本
大
震
災
に
て
困
っ

た
こ
と
」、「
現
在
ま
で
に
取
り
組

ま
れ
た
こ
と
」、「『
こ
ん
な
こ
と

を
す
れ
ば
も
っ
と
良
か
っ
た
』
と

感
じ
た
こ
と
」
を
調
べ
る
調
査
票

を
多
摩
地
域
二
十
一
商
工
会
に
配

布
、
こ
の
中
か
ら
模
範
的
・
先
進

的
事
例
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
中
小

企
業
診
断
士
が
事
例
を
改
め
て
取

材
、
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　
事
例
集
で
は「
現
場
目
線
か
ら

生
ま
れ
た
災
害
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
」、「
営
業
を
継
続
し
て
お
客
様

の
命
と
生
活
を
守
る
」、「
ガ
ソ
リ

ン
の
枯
渇
も
電
話
の
不
通
も
乗
り

越
え
た
情
報
の
力
」
な
ど
二
十
四

事
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
希
望

者
は
お
近
く
の
商
工
会
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

取
り
組
み
事
例
集
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版

…………………………………………………………………

…………………………………………………………………

「事業者たちは震災をどう乗り越え
たか‐多摩地域・首都圏 商業者の取
り組み事例集」を作成
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　1月7日から15日までの9日間、東京・後
楽の東京ドームで開かれた、ふるさと祭り
東京実行委員会（フジテレビジョン、文化
放送、東京ドーム）主催の「ふるさと祭り東
京日本のまつり・故郷の味」に今年も伊豆・
小笠原諸島の6商工会が参加、くさや、塩
辛、明日葉製品など島それぞれの特産品
を販売するとともにパンフレットを配布
し、観光をPRしました。今回も東京観光財
団の全面的支援を受け、「TOKYO」という
括り”の中で出展をしました。会期中の入

場者は38万人にもの
ぼり、完売の特産品
も続出、中でも大島
が出品をしたサザエ
の壺焼きには焼ける
のを待つ人で長蛇が
できるほどでした。

伊豆・小笠原諸島の６商工会

幟を高く掲げ販売に力
（伊豆・小笠原諸島の出展ブース）

経
営
力
向
上
大
会
を
開
く

３
年
間
の
取
り
組
み
の

総
括
を
発
表

　
東
京
都
、
当
連
合
会
な
ど
都
内
六
つ
の

中
小
企
業
支
援
機
関
が
組
織
し
て
い
る
経

営
力
向
上
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

行
委
員
会
は
二
月
六
日
、
東
京
・
丸
の
内

の
東
商
ビ
ル
で
経
営
力
向
上
大
会
を
開
き

ま
し
た
。

　

大
会
に
は
大
よ
そ
二
百
五
十
名
が
結

集
。
事
務
局
か
ら

の「
経
営
力
向
上

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
事
業

報
告
と
こ
れ
か
ら

の
中
小
企
業
の
進

む
べ
き
方
向
」
に
つ
い
て
の
講
演
、
並
び

に
渋
澤
健
コ
モ
ン
ズ
投
信
会
長
が
行
っ
た

基
調
講
演「
渋
沢
栄
一
の『
論
語
と
算
盤
』

で
都
内
中
小
企
業
の
未
来
を
拓
く
」
を
聞

き
ま
し
た
。
事
務
局
の
講
演
は
事
例
紹
介

な
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
三
年
間
の
取
り
組

み
の
総
括
を
発
表
し
た
も
の
で
す
。

　
大
会
の
冒
頭
、
前
田
信
弘
東
京
都
産
業

労
働
局
長
が
挨
拶
し「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
モ
デ

ル
が
今
後
の
中
小
企
業
支
援
の
取
り
組
み

の
一
助
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」と

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

　
当
連
合
会
は
一
月
二
十
六
日
、
昭
島
市

250 名からの参加者があった
経営力向上大会

当
連
合
会
が「
受
発
注
マ
ッ

チ
ン
グ
商
談
会
」を
開
く

中
小
企
業
の
受
注
拡
大
を
支
援

内
の
産
業
サ
ポ
ー
ト
ス
ク
エ
ア・
Ｔ
Ａ
Ｍ

Ａ
で「
受
発
注
マ
ッ
チ
ン
グ
商
談
会
」を
開

き
、
新
規
顧
客
開
拓
に
よ
る
中
小
企
業

の
受
注
拡
大
に
つ
い
て
支
援
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
東
京
都
が
主
催
し
、
当
連
合
会
が

運
営
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
同
商
談
会
は
受
注
企
業
を
こ
の
三
年
間

に
都
の
経
営
力
向
上
事
業
で
指
導
を
受

け
た
り
、
展
示
会
等
の
出
展
経
費
な
ど
の

助
成
を
受
け
た
と
こ
ろ
を
対
象
に
実
施
し

ま
し
た
。
参
加
企
業
は
発
注
企
業
が
十
社
、

受
注
企
業
は
主
に
機
械・
金
属
加
工
な
ど

二
十
六
社
と
な
り
、
公
社
の
会
議
室
を
パ

ネ
ル
で
ブ
ー
ス
に

仕
切
り
、
ブ
ー

ス
ご
と
に
発
注
企

業
が
受
注
企
業

と
商
談
を
進
め
る

形
で
行
い
ま
し
た
。

　

全
国
商
工
会
青
年
部
連
合
会
、和
歌
山

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
二
月
七
、八

の
両
日
、和
歌
山
市
内
の
和
歌
山
ビ
ッ
グ
ホ

エ
ー
ル
な
ど
で
商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー

二
千
四
百
名
が
全
国
か
ら
集
ま
っ
て「
商
工

和
歌
山
市
で「
商
工
会

青
年
部
全
国
組
織
化

45
周
年
記
念
大
会
」

東
京
都
商
工
会
青
年
部

か
ら
は
31
名
が
結
集

受注、発注双方で真剣な遣り取
りが行われたマッチング商談会

会
青
年
部
全
国
組
織
化
四
十
五
周
年
記
念

大
会
」を
開
き
ま
し
た
。東
京
都
商
工
会
青

年
部
か
ら
は
三
十
一
名
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
仁
坂
吉
伸
和
歌
山
県
知
事
、

国
会
議
員
ら
を
来
賓
に
迎
え
、主
張
発
表
大

会
、記
念
講
演
、交
流
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。主
張
発

表
で
は
愛
媛
県

内
子
町
商
工
会

青
年
部
の
大
西

啓
介
さ
ん
が
優

勝
し
ま
し
た
。　東京都商工青年同友会は昨年末、茨城県商工青年同友会に東日

本大震災に対する義援金5万円を贈りました。同友会では昨年夏ご
ろから大震災への募金活動に取り組み、独自ルートで贈ることを決
定。この結果、他と比べて復興が手薄となっている北茨城圏域を抱え
る茨城県同友会に贈ることにしたものです。義援金については小作
敏之会長が現地で亀山彰茨城県同友会会長に直接、手渡しました。
　同友会は商工会青年部ＯＢ組織で、会員は現在、56名となってい
ます。同会では今も募金活動を続けています。

東京都商工青年同友会が茨城県商工青年同友会
に東日本大震災への義援金を贈呈 今も募金活動

わが国最大級のふるさとの祭典
「ふるさと祭り東京」に参加

全国から 2千人以上が集まった
全青連の 45周年記念大会
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多摩地域商工会エリアの景況
自粛ムード収まるも消費の改善に弱さ　製造業を中心に円高・タイ洪水が様々に影響

23 年度
第3・四半期
23年（10～12月）

売上高前期比 DIと資金繰りDI
が 2期連続改善。採算期中DIも
良化。経営上の問題点の第1位
は14 期連続「需要の停滞」。

売上高前期比 DI が悪化。採算期
中 DIと資金繰りDI は 2 期連続
改善。経営上の問題点の第1位
には「請負単価の低下、上昇難」と
「需要の停滞」が並ぶ。

売上高前期比DI が悪化、次期見
通しも厳しい。採算期中DI と資
金繰りDI は良化。問題点の第 1
位は 4期連続「大・中型店との競
争激化」。

売上高前期比 DI が大きく良化。
しかし、次期は楽観できず。採算
期中 DIと資金繰りDI は悪化。
経営上の問題点の第１位は10
期連続｢需要の停滞｣。

製 造 業 建 設 業 小 売 業 サ ー ビ ス 業

売上高（前期比DI）・採算（期中DI）の推移

製造業 建設業 小売業 サービス業
10～12 1～3

見通し

売　上

10～12 1～3
見通し

売　上

10～12 1～3
見通し

売　上

10～12 1～3
見通し

売　上

注１．ＤＩ値（景気動向指数）のプラスは好転、マイナスは悪化とみる。� 注２．ＤＩマーク　 :＋30～�� :＋10～＋30�� :＋10～－10�� :－10～－30�� :－30～
注３．サンプルは多摩地域150企業原数値採用。　　　　� 注４．採算は当期中の「好転」－「悪化」のＤＩ値

※タイの洪水で一時的に仕事が増えた。
　（事務用機械器具製造業）
※�台風 15号の被害が多かったため、6
月ごろより見積もりをした家からの注
文が増えた。（塗装工事業）

※�乳製品は数年前の過剰時の調整や震災
によるセシウム問題等で仕入価格の上
昇が続いている。（菓子小売業）

※�震災後、旅行が自粛傾向だったが、
23年秋ごろからその反動もあってか
顧客数が増えた。（旅行業者代理業）

調査企業の　声
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-19.2
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-50.1

-19.6

-28.3

-43.4

-26.1

-8.9

-38.2

-17.8

-27.9 -27.9

-42.5
-46.3

-19.9

-6.6 -6.7-6.7

-21.8
-28.3

-17.4

-47.8

-17.3 -19.2

-48.2

-34.6

-20.0

-28.6
-24.9 -34.7

-16.7

-22.2 -23.1

採算 売上 次期見通し

中小企業
景況調査

● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ● ●
● ● ● ●

人
事
交
流

　
（
１
月
１
日
）
▽
小
笠
原
村
・
事
務

局
長
（
採
用
）
鈴
木
正
久

　
【
退
職
】（
平
成
23
年
12
月
31
日
）

小
笠
原
村
・
事
務
局
長 

島
村
俊
雄

東京都商工会青年部連合会が
新年賀詞交歓会八丈島で開く

　
東
京
都
商
工
会
青
年
部
連
合

会
は
一
月
二
十
八
日
、
立
川
市

内
の
ホ
テ
ル
で
新
年
賀
詞
交
歓

会
を
開
き
ま
し
た
。
交
歓
会
に

は
桂
敎
夫
東
京
都
商
工
会
連
合

会
会
長
、
長
谷
川
登
同
専
務
理

事
、
廣
瀬
可
世
子
東
京
都
商
工

会
女
性
部
連
合
会
会
長
ら
の
来

賓
、
部
員
ら
百
二
人
が
出
席
、

講
演
を
聞
く
と
と
も
に
、
講
演

会
後
の
懇
親
会
で
和
や
か
に
懇

談
し
ま
し
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
信
山
重
広
会
長

は
「
一
年
目
の
経
験
を
糧
と
し
て

成
果
を
出
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
色
々
な
新
し
い
事

業
を
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。
講
演
で
は
二
十
三
年
度
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
主
張
大
会
で
優
勝
し

た
堀
部
裕
之
菖
蒲
商
工
会
青
年
部

副
部
長
、
十
七
年
度
全
国
主
張
大

会
で
全
国
制
覇
を
し
た
越
沼
規
充

日
の
出
町
商
工
会
元
青
年
部
部
員

が
優
勝
し
た
主
張
を
改
め
て
主
張
、

主
張
で
取

り
上
げ
た

事
業
の
経

緯
な
ど
に

つ
い
て
語

り
ま
し
た
。

　
東
京
都
商
工
会
女
性
部
連
合
会

が
初
め
て
島
し
ょ
地
域
で
新
年
賀

詞
交
歓
会
‐
。
同
女
性
部
連
合
会

は
二
月
一
日
、
八
丈
島
の
八
丈

シ
ー
パ
ー
ク
リ
ゾ
ー
ト
で
平
成

二
十
四
年
の
賀
詞
交
歓
会
を
開
き

ま
し
た
。
連
合
会
が
多
摩
地
域
外

で
賀
詞
交
歓
会
を
開
催
す
る
の
は

初
め
て
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
島
外
か
ら
は
二
十
二
の
商
工
会

女
性
部
か
ら
七
十
五
人
と
桂
敎
夫

当
連
合
会
会
長
、
信
山
重
広
東
京

都
商
工
会
青
年
部
連
合
会
会
長
が
、

ま
た
、
島
内
か
ら
女
性
部
だ
け
で

な
く
八
丈
町
副
町
長
、
東
京
都
八

丈
支
庁
支
庁
長
、
浅
沼
孝
彦
八
丈

町
商
工
会
会
長
、
浅
沼
明
八
丈
町

商
工
会
青
年
部
部
長
ら
が
来
賓
と

し
て
出
席
し
ま
し
た
。

　
交
歓
会
で
は
廣
瀬
可
世
子
会
長

が
会
長
挨
拶
、
桂
当
連
合
会
会
長

ら
が
来
賓
挨
拶
、
信
山
青
年
部
連

合
会
会
長

が
乾
杯
の

音
頭
を
取

り
、
懇
親

を
深
め
ま

し
た
。

２人の主張大会優勝者が講演東京都商工会女性部連合会
が初めて島しょ地域で新年賀
詞交歓会

挨拶する信山重広会長賀詞交歓会に先立って
開かれた講演会

……………………………………………………… …………………………………………………………

新事務局長

鈴木 正久
（小笠原村）
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大特集 4月▶ 5月多摩・島しょ地域のイベント

70 再生紙を使用しています。

Part

43
日程 イベント名 会場 内容 主催者・問合せ先

４
月

3月31日（土）〜
4月1日（日）

第１０回
スプリングフェスタひの

（日野市）

日野中央公園
（日野市神明 2-13-2）

桜の下で行う音楽やダンスの市民参加
イベント

実行委員会
（（財）日野市環境緑化協会
042-585-4740）

4月1日（日）
第２２回

サンセットパーム
ライン駅伝競走大会

（大島町）

元町
仲の原園地
サンセットパームライン

・年代別駅伝 30Km
・親子学年別
ハンディレース 2Km

サンセットパームライン駅伝
事務局
03-3964-8774 担当 出浦

6日（金）〜29日（日・祝）
はむら花と水のまつり２０１２
（後期：チューリップまつり）

（羽村市）

根がらみ前水田
（羽中 4 丁目・羽加
美 4 丁目の水田）
周辺

約 40万本のチューリップが咲き誇り、
関東でも指折りのチューリップどこ
ろ。会場には展望台を設置するほか多
くの模擬店が出店。水車小屋の開放も
あります

羽村市観光協会
042-555-9667

7日（土）　
第２回

桜・梨の花まつり
（稲城市）

稲城市役所駐車場他
・桜ライトアップ（4/2-4/13）
・  模擬店、お茶会、大道芸、ミニSL乗車会、

踊り他

稲城市商工会・東京南農業
協同組合
042-377-1696

7日（土）　
第２２回

日の出町さくら祭り
（日の出町）

塩田グランド フリーマーケット
楽団による演奏

日の出町観光協会
042-588-5883

7日（土）〜8日（日）
第７回

平山季重まつり
（日野市）

出口公園
（日野市平山5-39）

各種イベント、模擬店が多数出店、ご家族
揃って春の2日間をお楽しみください

実行委員会（日野市産業振興課
042-585-1111）

7日（土）〜8日（日）
第３５回

くにたちさくら
フェスティバル
（国立市）

国立市谷保第三公園
（さくら通り沿い）

舞台、模擬店、屋台や催し物などお花見を
しながら1日遊べるイベント

くにたちさくらフェスティバル
実行委員会事務局（国立市
役所産業振興課内
042-576-2111内線345）

8日（日）
第５回

春うらら桜ウォーキング
（立川市、国立市）

西立川駅〜国立市谷
保第三公園

立川市、国立市の二市にある、桜の名所を
つないだコースを参加者自身のペースで
歩く。春を満喫させてくれるイベント

国立市観光まちづくり協会
042-574-1199

8日（日）
第33回
さくらまつり
（瑞穂町）

六道山公園 狭山丘陵ウォーキング
野点、お囃子、子供の集い、大道芸ほか

瑞穂町観光協会
042-557-3389

3月30日（金）〜8日（日） ふっさ桜まつり
（福生市）

福生市
明神下公園

開催期間中の土曜・日曜
・各種イベントの開催
・模擬店の出店

ふっさ桜まつり実行委員会
042-551-1699

3月27日（火）〜10日（火）
はむら花と水のまつり　
2012（前期：さくらまつり）

（羽村市）
羽村堰周辺ほか

桜のライトアップ、野点、足湯、羽村の祭ば
やし、羽村太鼓の演奏のほか、玉川上水沿
いには模擬店が出店し、多くの人で賑わい
ます。動物公園、日野自動車羽村工場の桜
並木もおすすめです

羽村市観光協会
042-555-9667

21日（土）〜22日（日）
花と緑のまちづくり
フェア２０１２　
（八王子市）

JR 八王子駅北口下
車7 分西放射線通り
横山・中町地区

花と緑に関するイベント
八王子商工会議所
八王子ファッション都市協議会
042-623-6311　　　　　
　　　　　

28日（土）〜29日（日・祝）
第１７回

ウォーキングフェスタ東京
（小金井市）

出発 地は 小 金 井 公
園。小金井市、小平市、
西東京市を通る

5Km,10Km、20Km及び30Kmの各コー
スをウォーキング

第17回ウォーキングフェスタ
実行委員会
03-5256-7852

５
月

12日（土）〜13日（日）
第15回

ひの新選組まつり
（日野市）

（メイン会場）
日野中央公園

（日野市神明２-１３-２）

日野中央公園をイベント・出店会場とし催
し物がたくさん。また、日野駅、高幡駅周辺
でのパレードが必見です

実行委員会
（日野市観光協会
042-586-8808）

19日（土）
第21回

新島トライアスロン大会
（新島村）

新島地内 新島を舞台にしたスイム・バイク・ラ
ンの鉄人レース

新島村役場
04992-5-0240

26日（土）〜27（日）
多摩げた食の祭典
Ｂ級グルメ
（あきる野市）

東京サマーランド
10カ市町村によるB級グルメ
地域特産品等紹介
郷土芸能等ステージ

大多摩観光連盟
042-822-3525

念のため主催者に問い合わせをして日にち、会場をご確認の上、お出掛け下さい。


